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次号予告　　59 巻　8号 ヘッドライン：リラックスの化学～リラックスに関わる物質について～

　実験を主体とした化学の普及交流活動を行っている，様々な立場の団体やグルー
プの実践をふまえた提案から，その問題点と展望を共有し，今後の普及交流活動の
あるべき姿を探りたい。そこで，NPO法人，大学，企業や企業をリタイヤされた
方が活動している団体などがどのような理念に基づき，活動・運営を行っているの
か現状を報告していただき，誌面を通じて，活発な意見交換を行いたい。
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